
令和4年7月28日　

発生県 船舶種類 事故形態

7月20日 (水) 福岡県 漁船 運航不能

7月21日 (木) 福岡県 貨物船 乗揚

7月21日 (木) 福岡県 その他 運航不能

7月22日 (金) 大分県 プレジャーボート 乗揚

7月23日 (土) 佐賀県 プレジャーボート 運航不能

7月23日 (土) 山口県 プレジャーボート 運航不能

7月23日 (土) 佐賀県 プレジャーボート 衝突

7月23日 (土) 佐賀県 漁船 衝突

7月24日 (日) 福岡県 プレジャーボート 運航不能

7月24日 (日) 大分県 漁船 乗揚

7月24日 (日) 福岡県 タンカー 単独衝突

発生県 事故区分 事故内容

7月20日 (水) 福岡県 マリレに伴う海浜事故（遊泳中） 帰還不能

7月21日 (木) 福岡県 マリレに伴う海浜事故 負傷

7月21日 (木) 佐賀県 マリレに伴う海浜事故（遊泳中） 帰還不能

7月21日 (木) 佐賀県 マリレに伴う海浜事故（遊泳中） 帰還不能

7月23日 (土) 福岡県 マリレに伴う海浜事故（遊泳中） 溺水

7月24日 (日) 福岡県 マリレに伴う海浜事故（遊泳中） 帰還不能

海 の 事 故 情 報 （ 七 管 区 ） 　【 速 報 値 】(7月19日～7月24日)
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【 問 合 せ 先 】

第七管区海上保安本部交通部 安全対策課長 古場

安全対策調整官 川部

ＴEL：０９３－３２１－２９３１（内線２６４０）

遊泳中事故５件発生！！
【事故事例】

①令和４年７月２０日１６：１０頃、事故者は知人とともに海水浴場に赴

き、事故者が浮き輪に乗り知人が押す形で沖の方へと遊泳を開始した。

同日１６：２０頃、沖合１００メートルに設置された遊泳区域を示すブイ

付近まで進出、砂浜に戻ろうとするも、砂浜から沖に向けた風が吹い

ていたため、二人で共に戻ることが出来ず、知人は一人で浜に戻り、

監視員に救助を求めたもの。

事故者は、水難救済会所属の船舶により救助された。

②令和４年７月２４日１０：５０頃、事故者は親族とともに海水浴場で遊

泳を開始した。遊泳中、浮き輪が沖の方に流されてしまったため、回収

に向かったところ、同日１１：１０頃、沖１００メートルまで流されてしまい、

浜辺へ戻ろうとするも、砂浜から沖に向けた風が吹いていたため、戻る

ことが出来ず、また、水深が深く足が海底に着かないことでパニック状

態となり、救助を求めたもの。

事故者は、親族の救助要請を聞きつけたライフセーバーの水上オー

トバイにより救助された。

●遊泳中の事故を防止するために
・風の強い日は使用を控える

海岸に吹く風には、昼間に海から陸へと吹く「海風」と夜に陸から海へ吹く

「陸風」があります。ですが、気圧配置や地形によっては昼間であっても「陸

風」になる場合もあり、「陸風」が強いとフロートが沖へと流され、岸に戻れな

くなるので、海水浴場での風向きや強さには、十分に気を付けましょう。

陸風
上昇気流発生下降気流発生

空気が移動

・管理された海水浴場へ行きましょう

海で泳ぐ場合は、遊泳区域を示すブイが設置されていたり、ライフセー

バーや監視員等が常駐したりしている海水浴場などの管理された場所で

泳ぐようにしましょう。

海水浴場に出かけるときは、事前にホームページ等で必ず海水浴場の

状況を確認しましょう。

高気圧状態

・ライフジャケットを着用しましょう

自分の泳力や遊泳する海域の状況などを考慮し、必要に応じてライフジャケット

や浮力体の使用も検討しましょう。

ライフジャケットを着るときには、使用目的に応じたライフジャケットを着用するよ

うにしましょう。（膨張式ライフジャケットは遊泳に向いていません。）

遊泳中の安全に関する詳しい情報については、ウォーターセーフティガイド（遊泳編）を

ご覧ください。

https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/swimming/index.html

現場の状況

救助した水上オートバイ

低気圧状態

※風は気圧が高い方から低い方へ吹きます。


